
広報紙をスマホなどで
閲覧できます

コチラから
回答できます
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ー表紙の写真についてー

　12 月 16 日に倶知安幼稚園で行われた、おもちつきから

の一枚です。子どもたちは交代で、元気いっぱい楽しそう

にお餅をつき、できたお餅を笑顔でおいしそうに食べてい

ました。

まちの 題●話

個性豊かなスワッグが完成
　11 月 30 日、子育て講座「スワッグ作り」が

行われました。フラワーショップブルジョンの

田中めぐみさんを招き、参加者は材料を組み合

わせ、オリジナルのスワッグを制作しました。

　11 月 15 日、倶知安中学校で開校 10 周年記

念式典が行われ、生徒たちは卒業生からのビデ

オメッセージや校歌の作詞者である巻礼子さん

の講話に耳を傾けました。

伝統と歴史をこれからも繋いでいく
　11 月 23 日、町内 3 スキー場合同の安全祈願

祭が町内で行われ、関係者が、来訪者の無事故

やスノーリゾートとしての集客の回復などを願

いました。

事故のないスキーシーズンを願い

12 月 1 日、ニセコひらふ臨時交番の開所式

が行われました。観光客の増加が見込まれる冬

期間の治安維持のため、3 月 20 日まで業務が

行われます。

ニセコひらふの安全のために
　12 月 4 日、百年の森公園で「今年もはたら

く馬がやってくる」が開催され、参加した子ど

もたちは、大きな馬の迫力やパワーに驚きなが

ら、馬そり体験を楽しみました。

大きな馬の力強さに歓声

災害のとき　適切で安全な行動を
　11 月 28 日、外国籍住民が被災時の適切な避

難行動を学ぶ「防災・避難所体験プログラム

in 倶知安町」が開催され、ハザードマップの

見方や AED の使い方を学びました。



倶知安町議会議長 倶知安町長

盛　多　勝　美 文　字　一　志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
運
営

や
議
会
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
ま
だ
に
収
束
し
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
お
よ
び
町
議

会
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
と
地
域
経
済

の
両
立
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
外
国

人
観
光
客
の
予
約
状
況
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻

る
な
ど
、
今
シ
ー
ズ
ン
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
町
長
で
あ
る

私
は
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、ま
ち
に「
あ

り
が
と
う
」
と
「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
心
が
あ

ふ
れ
、「
他
者
を
思
い
や
る
心
」
が
、
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
ス
キ
ー
の
町
」
宣
言
50
周
年
の
昨
年
は
、

2
月
の
北
京
五
輪
に
出
場
し
た
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

の
前
田
選
手
と
モ
ー
グ
ル
の
住
吉
選
手
が
、
子

ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
く
っ
ち
ゃ
ん
子
（
小
中
学
生
）
は

旭
ケ
丘
、
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
、
花
園
の
各
ス
キ
ー
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昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
円
安
の
進
行

に
よ
り
物
価
が
上
昇
す
る
な
ど
、
私
た
ち
町
民

の
生
活
に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
ま
た
農
業
に

お
い
て
も
肥
料
や
生
産
資
材
の
急
騰
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
と
し

て
は
支
援
策
の
検
討
や
国
・
道
へ
の
要
請
活
動

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な
ご
意
見

に
耳
を
傾
け
、
町
政
に
的
確
に
反
映
す
る
よ
う

不
断
の
研
さ
ん
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
本
年
が

大
き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
、
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

場
の
リ
フ
ト
無
料
化
な
ど
、
次
の
1
0
0
周

年
に
向
け
て
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
は
新
幹
線
工
事
が
い
よ
い
よ

街
な
か
で
も
始
ま
り
ま
す
。
気
持
ち
が
わ
く
わ

く
す
る
一
方
で
、
ご
不
便
や
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

倶
知
安
が
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
、
人
々
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
こ
の
町
の
未
来
を
つ
な
い

で
い
く
た
め
の
「
景
観
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
町
の
覚
悟
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
地

に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
と

も
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
、
幸

せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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「
東
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
は
、
素
直
で
何
で
も
挑

戦
で
き
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
や
先
生
た
ち
と
一
緒
に

学
び
、
の
び
の
び
と
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　

葛
西
さ
ん
は
、
今
年
4
月

に
開
校
40
周
年
を
迎
え
る
同

小
で
、
令
和
3
年
4
月
か
ら

校
長
を
務
め
る
。

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校

行
事
な
ど
に
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
昨
年
は

数
年
先
を
見
据
え
た
学
校
の

在
り
方
を
考
え
た
1
年
だ
っ

た
と
話
す
。

　
「
良
き
場
が
良
き
人
を
育

て
る
」
と
話
す
葛
西
さ
ん
。

こ
の
地
域
に
は
そ
の
土
壌
が

す
で
に
あ
る
と
い
う
。

　
「
大
人
が
地
域
を
大
切
に

葛
か さ い

西 良
よ し の ぶ

信 さ ん
[1963（昭和 38）年生 ]

し
て
、
元
気
に
過
ご
す
様
子

は
、
必
ず
子
ど
も
た
ち
に
良

い
影
響
が
あ
り
ま
す
。『
町

新年 決 意の

● 自 治 功 労 賞 … 町の自治振興に尽力し、もしくは貢献し、または多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 産 業 功 労 賞 … 町の産業の振興に尽力し、または貢献し、多年職務に精進し、その功績が顕著な方
● 教育文化功労賞 … 町の教育・文化・体育などの振興に尽力し、もしくは貢献し、その功績が顕著な方
● 社 会 功 労 賞 … 町の社会福祉、民生安定等の振興に尽力し、または町の進展に貢献し、その功績が顕著な方
● 公 益 功 労 賞 … 町の公益に関する事業の推進に尽力し、もしくは貢献のあった方
● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省大臣からの表彰を受けた方

卯卯年年

令和4年度倶知安町功労賞

功績をたたえて

生生ままれれ
卯年生まれのお二人に

聞きました

自 治 功 労 賞

旭
あさひ

　晴
はる み

美さん
平成 19 年より選挙管理委員
として尽力し、平成 27 年か
らは委員長として地方自治の
振興に貢献している。

自 治 功 労 賞

滝
たきざわ

澤　正
まさし

史さん
平成 20 年より農業委員とし
て尽力し、令和 2 年からは会
長職務代理者として地方自治
の振興に貢献している。

自 治 功 労 賞

大
おおはし

橋　章
あきお

夫さん
平成 20 年より農業委員とし
て尽力し、平成 23 年からは
会長として地方自治の振興に
貢献している。

社 会 功 労 賞

倶知安町防犯協会
昭和 36 年の設立以来、防犯
活動を展開し、地域の安全な
環境づくりに貢献している。

社 会 功 労 賞

大
おおの

野　勝
かつひろ

弘さん
平成 13 年より民生委員児童
委員として社会福祉の振興に
貢献している。

社 会 功 労 賞

倶知安女性防火クラブ
昭和 57 年の設立以来、火災
予防に関する知識・技術の向
上に貢献している。

社 会 功 労 賞

小
こばやし

林　惠
けいこ

子さん
平成 16 年より民生委員児童
委員として社会福祉の振興に
貢献している。

社 会 功 労 賞

青
あおき

木　裕
ゆ み こ

美子さん
統計調査員として 20 年以上
従事し、統計調査の推進に貢
献している。

社 会 功 労 賞

細
ほそかわ

川　俊
としお

夫さん
平成 16 年より民生委員児童
委員として社会福祉の振興に
貢献している。

教 育 文 化 功 労 賞

竹
たけうち

内　好
よしゆき

行さん
町体育協会理事、常任理事、
理事長を歴任後、平成 31 年
に副会長に就任。公認審判員
としても活躍し、町ソフト
ボール少年団の設立や育成に
携わり、町のスポーツ振興に
貢献している。

産 業 功 労 賞

佐
さたけ

竹　正
まさし

志さん
平成 13 年より倶知安商工会
議所の議員として活動の伸
展と円滑な運営に貢献してい
る。

産 業 功 労 賞

末
すえたけ

武　信
のぶお

雄さん
平成 16 年より倶知安商工会
議所の議員として活動の伸
展と円滑な運営に貢献してい
る。

産 業 功 労 賞

大
おおしま

島　秀
ひであき

章さん
平成 19 年にようてい農業協
同組合理事に就任以来、農業
の発展と組織運営の向上に貢
献している。

公 益 功 労 賞

阿
あ べ

部　和
かずのり

則さん
町に 110 万円相当の

油絵を寄付

公 益 功 労 賞

佐
さとう

藤　茂
しげる

さん
町に 600 万円を寄付

被 顕 彰 者

川
かわもと

本　則
のりお

雄さん
瑞宝双光章（消防功労）

被 顕 彰 者

宮
みやざき

崎　徹
とおる

さん
瑞宝単光章（警察功労）

の
未
来
』
や
『
誰
か
の
た
め
』

に
行
動
で
き
る
人
た
ち
が
多

い
の
が
倶
知
安
町
の
力
だ
と

感
じ
ま
す
」

　

残
り
の
教
員
生
活
は
、
穏

や
か
に
子
ど
も
た
ち
と
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
い
教
員
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
『
教
育
へ
の
恩
返
し
』

と
し
て
、
未
来
の
教
育
を
担

う
子
ど
も
や
先
生
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
」

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
倶
知

安
小
学
校
の
校
長
を
務
め
る

渡
邉
さ
ん
。
い
つ
も
明
る
く

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
と
昨
年
を
振

り
返
る
。

　
「
運
動
会
で
は
3
年
振
り

に
全
校
児
童
が
一
緒
に
よ
さ

こ
い
を
踊
り
ま
し
た
。
着
任

時
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

た
た
め
、
初
め
て
見
た
そ
の

光
景
は
と
て
も
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
」

　

子
ど
も
た
ち
は
環
境
の
変

化
に
戸
惑
う
こ
と
な
く
、
新

し
い
も
の
に
興
味
を
持
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
話

す
。

　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
授
業
が
始
ま
っ
た
と

き
も
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ

に
適
応
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
柔
軟
さ
、
た
く
ま
し
さ
に

大
人
た
ち
が
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」

　

残
り
の
教
員
生
活
は
、
町

内
の
学
校
と
連
携
し
、
各
学

校
の
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

こ
の
町
だ
か
ら
で
き
る
経
験

や
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残

る
よ
う
な
学
び
の
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　
「
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
で

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
信
を
持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
い

つ
か
、こ
の
町
の
未
来
を
創
っ

て
い
く
存
在
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

東小学校　校長

渡
わ た な べ

邉 均
ひとし

さ ん
[1963（昭和 38）年生 ]

倶知安小学校　校長

これからの教育のための恩返し

自分を信じ、大きく羽ばたいて

卯年の子どもたちと一緒に

卯年の子どもたちと一緒に
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9
月
9
日
㈮
、
倶
知
安
小
学
校
5
年

生
を
対
象
に
、
人
権
教
室
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
い
じ
め
を
は

じ
め
と
し
た
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら
、
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

ま
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
質
問

倶
知
安
町
子
ど
も
議
会
が
開
会

　

参
加
者
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

倶
知
安
町
青
少
年
問
題
協
議
会
・
倶
知

安
町
教
育
委
員
会
・
倶
知
安
町
青
少
年

育
成
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
倶
知

安
町
子
ど
も
議
会
」
が
、
11
月
26
日
㈯

に
役
場
3
階
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
町
内
の
小
中
学
校
・
高
校
か

ら
10
名
の
児
童
お
よ
び
生
徒
が
参
加

し
、「
子
ど
も
議
員
」
と
し
て
、
町
長

や
教
育
長
に
対
し
て
町
政
に
関
す
る
質

問
を
行
っ
た
ほ
か
、
倶
知
安
中
学
校
の

生
徒
が
、
議
会
の
進
行
を
担
う
議
長
や

事
務
局
長
の
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
は
質
問
か
ら
答
弁
ま
で

質問事項（一部抜粋）
外国人観光客や住民への取り組みについて
　外国人観光客や住民が多い町であるが、彼ら
への取り組みで行っていることはあるか。
除雪問題の解決について
　雪の恵みが多い一方で、除雪に困っている人
も多い。除雪の予算を増やし、対策することは
できないか。
町おこしについて
　人々の交流の場として道の駅があると良い。
町営プールの営業について
　町営プールの改築の予定はあるか。

大
会
で
好
成
績
を

XC
少
年
団
結
団
式

　

倶
知
安
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

少
年
団
の
２
０
２
２
―
２
０
２
３
シ
ー

ズ
ン
の
結
団
式
が
、
12
月
4
日
㈰
に
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
中
学

生
42
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、団
員
・

指
導
者
な
ど
の
自

己
紹
介
の
ほ
か
、

団
長
に
岡
田
七な
な
み美

さ
ん
（
北
陽
小
6

年
）
が
、
副
団
長

に
新
田
大た
い
よ
う陽
さ
ん

（
西
小
6
年
）
と

眞
田
こ
こ
ろ
さ
ん
（
北
陽
小
6
年
）
が

選
出
さ
れ
、決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

大型ショッピングセンターの誘致について
　必要なものが町内ですぐに手に入るように、
大型のショッピングセンターがあると良い。
じゃがたくについて
　郊外地域のデマンドバス実証事業を夏休み期
間中も行ってほしい。
町への意見・要望について
　町への意見・要望は、どのような方法・手段
で伝えれば良いのか。
北海道新幹線について
　駅を作るのに町の負担金はいくらか。並行在
来線はいつ頃なくなるのか。

の
一
連
の
流
れ

を
体
験
す
る
こ

と
で
、
町
議
会

や
町
政
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し

た
。

▲北陽小学校での贈呈式（左）と倶知安小学校での人権教室（右）の様子

れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、「
学

校
生
活
で
大
切

な
こ
と
」
を
グ

ル
ー
プ
で
話
し

合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
が

あ
る
こ
と
や
、

折
り
合
い
を
つ

け
て
意
見
を
一

つ
に
ま
と
め
る

難
し
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月

18
日
㈮
に
は
札

幌
法
務
局
倶
知
安
支
局
に
よ
る
無
料
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
の
記
載
さ
れ
た
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
の
贈
呈
式
が
北
陽
小
学
校
で

行
わ
れ
、
児
童
会
長
の
柏
木
千ち
ふ
ゆ冬
さ
ん

が
、
倶
知
安
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の

松
枝
隆
正
会
長
か
ら
フ
ァ
イ
ル
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

小
学
校
で
人
権
教
室

　

仕
事
や
学
校
、
旅
行
な
ど
一
定
の
理

由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
、
投
票
日

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
か
不
在
者
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
く
前

で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

■
対
象
者
／
仕
事
や
旅
行
な
ど
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

■
投
票
場
所
／
役
場
3
階
展
望
テ
ラ
ス

■
投
票
期
間
／
1
月
18
日
㈬
～
21
日
㈯

■
投
票
時
間
／
8
時
30
分
～
20
時

不
在
者
投
票

■
対
象
者
／
長
期
出
張
、
出
産
に
よ
る

里
帰
り
な
ど
で
倶
知
安
町
で
の
投
票

が
で
き
な
い
人

■
投
票
場
所
／
滞
在
先
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会

■
投
票
方
法
／
投
票
用
紙
を
郵
送
す
る

町
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を

町
長
選
挙
は
1
月
17
日
告
示
、
1
月
22
日
投
票

　

1
月
22
日
㈰
は
倶
知
安
町
長
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
※
即
日
開
票

　

投
票
所
、
投
票
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
投
票
所

入
場
券
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
投
票
時
間
／
7
時
～
20
時

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
56
―
８
０
０
０

投
票
日
に
投
票
が
で
き

な
い
場
合
は
…

第
1
投
票
区
西
小
学
校
体
育
館

第
2
投
票
区
倶
知
安
小
学
校
体
育
館

第
3
投
票
区
北
陽
小
学
校
体
育
館

第
4
投
票
区
東
小
学
校
体
育
館

第
5
投
票
区
高
砂
地
域
セ
ン
タ
ー

第
6
投
票
区
東
部
地
域
会
館

第
7
投
票
区
八
幡
地
域
セ
ン
タ
ー

第
8
投
票
区
瑞
穂
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
め
に
投

　
票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

指
定
の
病
院
、
福
祉
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
は
、
施
設
内
で
不
在

者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不

在
者
投
票
を
し
た
い
旨
を
、
各
施
設
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
、

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
5
の
人
は
郵

便
に
よ
り
、
自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
特
例
郵
便
等
投
票

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
宿
泊
・
自
宅
療
養
な
ど
を
し
て
い
る

人
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は

郵
便
な
ど
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投票所（町内 8 カ所）

2 月 18・19 日は旭ケ丘スキー場へ

雪トピアフェスティバルを開催

　倶知安の冬を楽しみませんか。
　期間中、旭ケ丘スキー場は無料で
利用できます。

■開催日／ 2 月 18 日㈯・19 日㈰
■会場／旭ケ丘スキー場
■イベント（予定）／屋台村、スノーモービ

ル試乗体験、巨大雪ダルマ、雪ダルマコン
テスト、巨大滑り台、
雪中宝探しなど

屋台村出店者大募集
　出店料 1 万円で、2 日間出店いただ
ける店舗を募集します。
　詳細は町 HP をご覧ください。
問雪トピアフェスティバル実行委員会
　（観光商工課）☎ 23 － 3388

2020 年の様子
（スノーモービル試乗体験）

新型コロナワクチン接種

5 回目接種は 1 月 20 日㈮から

　新型コロナワクチン接種の５回目
接種を、以下のとおり実施します。
■接種時期／ 1 月 20 日㈮から 3 月 31 日㈮のう

ち接種を実施する日
■対象／主に昨年 6 月～ 9 月に 4 回目接種をし

た方（接種間隔が前回接種日から 3 カ月以上
経過する必要有）

■日程案内／前回接種日をもとに、順次日程案内
ハガキを送付

■ワクチンの種類／オミクロン株対応 2 価ワク
チンで、ファイザー社またはモデルナ社を使用

■その他／ 3・4 回目接種をこれから希望する場
合はワクチン接種推進係へご連絡ください

問日程変更や接種を希望しない場合について
コールセンター☎ 0570 － 023 － 377

　（平日 9 時～ 17 時 30 分まで）
　その他について
　福祉医療課ワクチン接種推進係☎ 22 － 1144

　第 55 回北海道中学校スキー大会が、1
月 11 日㈬～ 13 日㈮に開催されます。
　開催に伴い、通行止めとなる区間があり
ますのでご注意ください。
■町道名／西 11 丁目公園通（旭ケ丘スキー場前）
■期間／

11 日㈬　8 時～ 11 時 30 分
12 日㈭　7 時 30 分～ 13 時
13 日㈮　7 時 30 分～ 14 時

旭ケ丘で全道中学校スキー大会が開催されます



な
ど
）

■
届
出
期
限
／
契
約
締
結
日
か
ら
2
週
間

以
内
（
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も

届
出
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
）

■
提
出
書
類
（
各
3
部
）
／

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

5
万
分
の
1
以
上
の
地
形
図

・
土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
5
千
分
の
1
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
の
場
合
）

届
出
を
し
な
い
と
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ

問
小
樽
開
発
建
設
部
道
路
計
画
課

☎
０
１
３
４
―
23
―
７
４
６
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
原
則
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

２
０
２
３
・
２
０
２
４
年
度
に
町
が
発

注
す
る
工
事
、
業
務
委
託
、
物
品
購
入
そ

の
他
契
約
に
係
る
入
札
参
加
希
望
者
の
資

格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
公
示
内
容
・

町
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
2
月
1
日
㈬
～
2
月
28
日
㈫

■
提
出
先
／
建
設
課
管
理
係

問
建
設
課
管
理
係
☎
56
―
８
０
１
１

　

な
お
、
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
（
衛

生
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
申
請
は
、
同
組
合
に

直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合

☎
22
―
０
２
１
１

■
日
時
／
1
月
4
日
㈬
9
時
～
12
時

■
場
所
／
役
場
1
階
住
民
係

■
で
き
る
こ
と
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
、
受
け
取
り

※
学
生
な
ど
で
帰
省
中
の
方

で
も
条
件
次
第
で
カ
ー
ド

を
自
宅
に
郵
送
で
き
ま
す
。

詳
細
は
町
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
持
ち
物
／
本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
き

は
1
点
、
学
生
証
ま
た
は
写
真
な
し
は

　

2
点
）、
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

　

帳
カ
ー
ド
（
所
持
し
て
い
る
場
合
）、

　

交
付
案
内
ハ
ガ
キ（
受
け
取
り
の
場
合
）

※
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請

は
初
め
て
カ
ー
ド
を
作
る
方
に
限
り
ま
す

問
住
民
環
境
課
住
民
係
☎
56
―
８
０
０
７

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
総
合
政
策
係

☎
56
―
８
０
０
１

還
せ
！
　
声
出
し
合
っ
て
　
動
く
今

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、

国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
は

も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で

す
。

　

道
、
市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
一

日
も
早
い
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、

　

油
谷　

賢
次

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
３
４
０
３

■
抽
選
日
時
／
1
月
30
日
㈪
10
時
～

■
抽
選
会
場
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
般
世
帯
向
け

・
え
ぞ
富
士
団
地
（
南
4
東
6
）

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸　

4
階　

駐
車
場
有
料

■
申
込
場
所
・
期
間
／
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
1
月
26
日
㈭
～
28
日
㈯
9
時
～

18
時
※
28
日
㈯
の
み
17
時
ま
で

■
入
居
予
定
／
3
月
上
旬

※
申
込
や
入
居
に
関
す
る
要
件
は
問
合
せ

問
道
営
住
宅
指
定
管
理
者
エ
ム
エ
ム
エ
ス

マ
ン
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
㈱
☎
０
１
３
４
―
34
―
１
３
７
３

　

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発

建
設
部
で
は
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の

道
路
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
1
月
18
日
㈬
～
2
月
14
日

㈫
■
調
査
方
法
／

①
各
世
帯
に
調
査
票
を
郵
送

②
役
場
・
ま
ち
の
駅
ぷ
ら
っ
と
な
ど
に

調
査
票
を
設
置

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
査

URLhttps://w
w

w
.hkd.

m
lit.go.jp/ot/

■
回
答
方
法
／

①
②
は
郵
便
ポ
ス
ト
ま
た
は
調
査
票
設

置
場
所
に
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函

■
勤
務
時
間
／
8
時
～
18
時
の
う
ち
6
時

間
以
内
（
シ
フ
ト
制
）、
週
休
二
日
制
、

た
だ
し
月
1
～
2
回
は
土
曜
勤
務
有

■
勤
務
場
所
／
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く

ぬ
く

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
２
０
～

１
０
４
３
円
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

通
勤
手
当
・
賞
与
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

提
出

問
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く

☎
55
―
８
０
８
０

南
児
童
館
厚
生
員
　
1
名

■
応
募
資
格
／
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

有
資
格
者
、
2
年
以
上
の
児
童
関
連
事

業
従
事
経
験
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指

導
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
児
童

館
に
か
か
る
事
務
な
ど

■
勤
務
時
間
／
平
日
9
時
～
17
時
30
分
、

シ
フ
ト
制
で
週
31
時
間

■
勤
務
場
所
／
南
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
12
～
15
万
円
程
度
、

通
勤
手
当
・
賞
与
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
資
格
者
証
の
写

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
56
―
６
１
１
６

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
　
1
名

■
応
募
資
格
／
看
護
師
、社
会
福
祉
士（
社

会
福
祉
主
事
任
用
資
格
で
も
可
）、
介

護
支
援
専
門
員
、
作
業
療
法
士
、
理
学

療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
栄
養
士
、

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
と
普
通
自
動

車
免
許

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
認
知
症
の
方
や
家
族
に
関

す
る
相
談
支
援
、訪
問
で
の
相
談
対
応
、

認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
対
応
に
関
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
係
る
契

約
を
し
た
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在
す
る

市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
対
象
面
積
（
倶
知
安
町
の
場
合
）
／

・
都
市
計
画
区
域
内

5
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外

1
万
㎡
以
上

■
届
出
者
／
土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主

　

る
普
及
啓
発

■
勤
務
時
間
／
平
日
10
時
15
分
～
17
時
30

分
（
時
間
変
更
は
相
談
可
）

■
勤
務
場
所
／
福
祉
医
療
課

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
18
万
円
程
度
、
社

会
保
険
・
雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
・
賞

与
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と

資
格
証
の
写
し
を
提
出

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
５
０
０

交
通
指
導
員
　
2
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
保
持
者

■
任
用
期
間
／
4
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
登
下
校
時
の
児
童
や
生

徒
、
一
般
歩
行
者
へ
の
安
全
な
通
行
指

導
と
誘
導
な
ど
の
交
通
安
全
業
務

■
勤
務
時
間
／
7
時
30
分
～
9
時
と

13
時
30
分
～
15
時
、
月
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
や
勤
務
日
数
に
変
更
有

■
勤
務
場
所
／
通
学
路
な
ど

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
5
万
～
7
万
円
程
度

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

自
衛
官
候
補
生
（
第
7
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
／
1
月
1
日
㈰
～
2
月
10
日
㈮

■
試
験
期
日
／
2
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪
の

い
ず
れ
か
1
日

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古
谷　

和
之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清
水　

礼
子
☎
22
―
０
０
７
５

　

名
畑　

由
美
☎
22
―
１
１
７
７

会計年度そのまま

学
芸
補
助
職
員
　
1
名

■
応
募
資
格
／
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
、
普
通

自
動
車
免
許
・
学
芸
員
資
格
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
展
示
作
業
、
調
査
研
究
、

資
料
整
理
、
展
示
解
説
、
観
察
会
な
ど

の
講
師
ほ
か
風
土
館
業
務
全
般

■
勤
務
時
間
／
8
時
45
分
～
17
時
30
分
、

週
4
日
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
有
）

■
勤
務
場
所
／
倶
知
安
風
土
館

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
12
～
16
万
円
程
度
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
提
出

問
倶
知
安
風
土
館
☎
22
―
６
６
３
１

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－9－ －8－

募

集

町道民税・軽自動車税のこと　住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法、納税相談のこと　納税係☎ 56 ー 8002
宿泊税のこと　宿泊税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと　資産税係☎ 56 ー 8004

小
中
学
校
学
習
支
援
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
／
教
員
免
許
有
資
格
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
勤
務
時
間
／
8
時
～
15
時
30
分
の
う
ち

5
時
間
程
度
、週
休
二
日
制
（
土
日
祝
）

※
行
事
で
土
・
日
勤
務
の
場
合
は
振
替

休
日
有
。長
期
休
業
中
は
勤
務
無
し
、

そ
の
間
の
賃
金
支
給
も
無
し

■
勤
務
場
所
／
町
内
の
小
中
学
校

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
７
６
～

１
０
４
３
円
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

期
末
手
当
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と

教
員
免
許
状
の
写
し
を
提
出

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
56
―
８
０
１
８

保
育
補
助
　
若
干
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
保
育
士
の
補
助

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

自
衛
官
募
集

【償却資産の申告を忘れずに】

　今年 1月 1日現在、町内で事業を営み、事業用償却資産（事

務機器、店舗用備品、各種機械、工具など）を所有している

方には固定資産税がかかります。必ず申告してください。令

和 5 年度償却資産申告案内は 12 月下旬に発送しています。

該当資産がない場合でも申告書に記入の上、1 月 31 日㈫ま

でに提出してください。

　申告用紙が届いていない方やご不明な点がある方は、お手

数ですがご連絡ください。

問税務課資産税係☎ 56 － 8004

【給与支払報告書の提出期限は 1月 31 日】

　令和 4年中に給与・賃金（専従者給与を含む）を支払った

事業所・個人事業主は、受給者について年末調整をしている

か否かに関わらず、給与支払報告書（総括表・個人明細書）

を作成し、1月 31 日㈫までに提出しなければなりません。

○給与支払報告書は、受給者が今年１月１日現在（退職者

は退職時に）居住する市区町村あてに提出してください

○個人番号（マイナンバー）の記載をお願いします

○退職者分には退職日を忘れずにご記入ください

○個人事業主の方が提出する際は、事業主本人の身元確認

と個人番号確認が必要です（法人の場合は不要）

○提出の際は、住民税を特別徴収（給与から天引き）と普

通徴収を仕分け用紙で分けてください（様式は HP 掲載）

○令和 4年中に給与の支払いを受けた方が、退職、他の会

社で特別徴収をしているなど、その事業所で特別徴収が

できない場合のみ普通徴収として届け出ることとなりま

す。原則、役員・パート従業員なども特別徴収です

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

FAX

周

知

北
海
道
横
断
自
動
車
道
（
蘭
越
～
倶

知
安
）
第
２
回
意
見
聴
取

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間



■
受
付
期
間
／
1
月
16
日
㈪
～
2
月
13
日
㈪

■
開
設
場
所
／

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ

（
北
児
童
館
　
北
5
西
2
）

げ
ん
き
っ
子
ク
ラ
ブ

（
俱
知
安
小
学
校
　
南
3
東
3
）

風
の
子
ク
ラ
ブ

（
東
小
学
校
　
北
4
東
9
）

お
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

（
西
小
学
校
　
南
6
西
3
）

■
対
象
児
童
お
よ
び
入
会
の
要
件
／
町
内

の
小
学
校
に
在
籍
し
、
保
護
者
が
仕
事

や
病
気
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い

て
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年
を
優
先

■
申
込
方
法
／
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支

援
係
窓
口
へ
申
込
書
お
よ
び
勤
務
証
明

書
な
ど
を
添
え
て
提
出

※
書
類
は
こ
ど
も
支
援
係
窓
口
で
配

布
、
町
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
費
用
／
教
材
費
の
一
部
と
傷
害
保
険
代

（
年
間
1
人
2
千
円
）
を
決
定
後
に
支
払

め
、
野
犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も
対

象
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
6
日
㈮
～
3
月
31
日
㈮

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

犬
を
飼
育
し
な
い

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

に
つ
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
役

場
に
連
絡
す
る

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

問
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生
係

☎
56
―
８
０
０
８

ス
キ
ー
場
で
の
思
い
が
け
な
い
事
故
か

ら
自
分
自
身
を
守
り
、
急
病
人
や
ケ
ガ
人

を
正
し
く
救
助
し
、
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま

で
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

■
日
時
／
①
1
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、
②

28
日
㈯
・
29
日
㈰
（
各
8
時
30
分
～
16

時
30
分
）

■
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
受
講
料
／
３
０
０
円
※
別
途
リ
フ
ト
代

岩内ひまわり

基金法律事務所

弁護士　齋藤　慎也
☎ 0135-61-4777

FAX 0135-61-4888

国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
立
場
か

ら
、
2
月
7
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を

中
心
に
、「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期

間
」
を
定
め
、
一
層
強
力
に
啓
発
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
1
月
21
日
㈯
～
2
月
20
日
㈪

問
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
後
志
地
方
支

　

部
☎
23
―
１
９
９
３

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

謹賀新年
　昨年は 3 年続きのコロナ禍、ロシアのウ
クライナ侵攻、それによる世界中の物価高騰
と、あらゆる国の人にとってつらい年でした。
　今年は人類の知恵と平和を望む、創造の年
になってほしいと念願します。みんなの力を
寄せ合いましょう。
　北海道消費者協会と地域協会は連名で「物
価抑制」を国と道に緊急要請しました。

（要旨）①灯油の安定供給と補助に上乗せし
た価格対策②道内全自治体が福祉灯油などの
生活支援を実施するような働きかけ③低所得
世帯への支援策④将来的な食料自給率向上に
つながる幅広い施策⑤フードバンクや子ども
食堂などの食糧支援活動の拡大
　家計の負担を少しでも緩和してほしいとい
う切実な願いが寄せられています。

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－10－

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
十
分
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転

落
事
故
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
を
す

る
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
気
温
が
上
が
る
午
後
な
ど
は
屋
根
の
雪

の
緩
み
に
注
意
す
る

○
作
業
す
る
と
き
は
滑
り
止
め
の
つ
い
た

靴
を
履
き
、
安
全
な
服
装
で
行
う

○
屋
根
の
上
で
作
業
す
る
と
き
は
必
ず
命

綱
を
つ
け
る

○
作
業
は
極
力
複
数
人
で
行
い
、
や
む
を

得
ず
一
人
で
行
う
場
合
は
、
家
族
や
隣

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

12 月 15 日 ( 木 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

令和 4 年 令和 3 年
人　身 28 件 23 件
物　損 386 件 445 件
死　者 0 名 3 名

11 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 4 年 令和 3 年
火　災 11 件 3 件
救　急 676 件 638 件
救　助 49 件 50 件
その他 78 件 99 件

11 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人
に
声
を
か
け
て

か
ら
行
う

以
上
の
こ
と
を
注

意
し
て
安
全
に
除
雪

作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
今
年
も
火
の
用

心
を
お
願
い
し
ま

す
。

人の動き　令和４年11月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

14,940 人

 7,683 人

 7,257 人

8,283 世帯

（前月比 +365）

（前月比 +221）

（前月比 +144）

（前月比 +372）

うち外国籍住民 1,008人（前月比 +364）

11
月
の
主
な
事
件

▽
町
内
の
パ
チ
ン
コ
店
で
現
金
が
盗
ま
れ

る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
町
内
の
雑
居
ビ
ル
で
出
入
口
ド
ア
が
壊

さ
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
町
内
の
飲
食
店
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
の
主
な
交
通
事
故

－11－

相
続
登
記
の
義
務
化
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

▽
11
日
、
町
道
に
お
い
て
、
車
と
歩
行
者

の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
15
日
、
町
道
に
お
い
て
、
車
と
歩
行
者

の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　ちょっとした買い物でも所有権は移転します。スーパーでお

にぎりを購入しても、おにぎりの所有権がスーパーから私に移

転します。ただ、おにぎりが誰のものかは重要ではなく、所有

権の登記や登録は必要ありません。一方で、土地や家はその家

から雪が落ちてきたら、近所の人はその家の持ち主に文句を言

いたくなり、誰がその家の所有者か知ることが必要になります。

　この頃は、高齢化社会で持ち主が亡くなった後、登記がされ

ず、誰に請求したらいいかわからなくて困るということが多く

なってきました（空き家問題）。そこで、令和 6 年 4 月 1 日か

ら相続で不動産を取得したとき登記することが義務化されます

（登記に関して詳細は司法書士にお尋ねください）。

　ただ、義務化とはいえ、必ずしもしっかりした登記手続をし

なければいけないということではありません。相続だけで、ま

だ自分の物になるかもわからないのに、登記の義務を課せられ

るとしたら重すぎます。そのため、「相続人申告登記」として「相

続が開始したこと」・「自分が相続人であること」を申告すれば

いいとされ、亡くなった人の不動産で困った人は、とりあえず

その「相続人申告」をした人に連絡できるようになりました。

　まだ始まったばかりの制度で「きちんと所有権移転の登記ま

でさせなければならない」という意見もあり、今後どうなるか

はわかりません。ただ、これまで「登記が古くて誰に連絡した

らいいかわからない」と困ることがあった私としては、相続人

の連絡先が示されるようになるだけでもとてもうれしいです。

■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■
申
込
期
限
／
①
1
月
13
日
㈮
②
18
日
㈬

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

を
添
え
て
「
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町

分
区
」
宛
て
に
申
し
込
み

※
詳
細
は
町
HP
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分

区
（
町
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
内
）

☎
56
―
８
０
０
５

23
―
２
０
４
４

■
対
象
者
・
世
帯
（
基
準
日
10
月
31
日
）
／

①
全
町
民
、
②
高
齢
者
世
帯
、
③
障
が

い
者
世
帯
、
④
ひ
と
り
親
世
帯
、
⑤
生

活
保
護
受
給
世
帯

生
活
支
援
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
方

で
、
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
利
用
期
限
／
2
月
28
日
㈫

問
①
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１

②
福
祉
医
療
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

☎
21
―
２
７
６
７

③
⑤
福
祉
医
療
課
社
会
福
祉
係

☎
55
―
６
１
１
５

④
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

　

町
で
は
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
対
象

に
、適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
入
会
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
方

も
改
め
て
申
込
が
必
要
で
す

ごめいふくをお祈りします

※
行
事
な
ど
の
経
費
は
実
費
負
担
有

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、
原
則

と
し
て
日
本
郵
便
㈱
お
よ
び
信
書
便
事
業

者
だ
け
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
宅
配
便
や
メ
ー
ル

便
で
は
、
原
則
と
し
て
信
書
の
送
付
は
で

き
ま
せ
ん
）

問
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵
政
行
政
部

　

郵
便
課
☎
03
―
５
２
５
３
―
５
９
７
５

　

広
報
12
月
号
「
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12

月
24
日
㈯
オ
ー
プ
ン
」（
9
ペ
ー
ジ
）
の

文
中
、
町
民
皆
ス
キ
ー
の
日
無
料
開
放
の

日
付
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　（
誤
）
1
月
9
日
㈰

　（
正
）
1
月
9
日
㈪

生
活
支
援
ク
ー
ポ
ン
券
届
い
て
い
ま
す
か

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ
養
成
講
習

FAX

令
和
５
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込

信
書
便
制
度
に
つ
い
て

広
報
12
月
号
お
詫
び
と
訂
正

野
犬
掃
討
の
実
施
に
つ
い
て
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いきいき健康ライフいきいき健康ライフいきいき健康ライフ

ぼくたちぼくたち

わたしたちわたしたち

子子んんゃゃちちっっくく
倶知安ですくすく育つ子どもたちです。

「こんな子に育ってほしい！」という
ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課広報広聴係☎ 56 － 8001

素直な子 に

弥
み こ と

琴 ちゃん

冬も子育てを楽しみましょう

婦
人
科
の
検
診

2
年
に
一
度
は
受
診
し
ま
し
ょ
う

雪
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

冬
の
北
海
道
で
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
や
除
雪
な
ど
、
雪
に
関
す
る
事
故
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
5
年
間
の
雪
の
事
故
に
よ
る
死

傷
者
数
は
５
１
４
人
を
記
録
し
て
お

り
、
昨
年
は
過
去
5
年
間
で
最
も
死
者

　

子
宮
頸け
い

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
は
20

代
後
半
か
ら
増
加
し
、
40
代
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
。
乳
が
ん
は
40
代
前
半

は
つ
ら
つ
検
診
バ
ス
ツ
ア
ー
（
今
年
か

ら
男
性
も
予
約
可
）

　

特
定
健
診
や
、
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
も
同
日
に
可
能
で
す
。

■
日
程
／
2
月
27
日
㈪

■
場
所
／
北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー

■
集
合
場
所
／
保
健
福
祉
会
館
（
7
時

出
発
・
16
時
帰
着
予
定
）

※
現
地
集
合
・
解
散
も
可

■
申
込
受
付
／
電
話
ま
た
は
保
健
指
導

係
窓
口

個
別
健
診

　

病
院
に
直
接
予
約
が
必
要
で
す
。
年

度
末
が
近
づ
き
、
予
約
が
取
り
に
く
い

状
況
で
す
。
お
早
め
に
各
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
倶
知
安
厚
生
病
院
☎
22
―
１
１
４
１

○
ニ
セ
コ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
☎
21
―
５
４
５
４

○
北
海
道
対
が
ん
協
会

☎
０
１
１
―
７
４
８
―
５
５
２
２

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
を
個
別

受
診
す
る
場
合
は
、
受
診
票
を
保
健
指

導
係
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４

【
屋
根
雪
の
安
定
性
を
確
認
す
る
】

　

晴
れ
た
日
や
気
温
が
0
度
を
超
え
る

日
、
雪
と
屋
根
の
間
が
濡
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
安
定
性
が
悪
い
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
複
数
人
で
作
業
す
る
】

　

事
故
な
ど
に
備
え
て
、
必
ず
複
数
人

で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
一

人
で
行
う
場
合
は
、
家
族
や
近
所
に
声

を
掛
け
、携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
安
全
な
装
備
を
す
る
】

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
滑
り
に
く
い
長
靴
・

手
袋
を
着
用
し
、
転
落
に
備
え
命
綱
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定
す
る
】

　

は
し
ご
は
屋
根
に
対
し
て
ま
っ
す
ぐ

掛
け
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま

し
ょ
う
。
は
し
ご
に
乗
っ
た
ま
ま
雪
下

ろ
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
足
場
の
確
保
を
す
る
】

　

屋
根
雪
は
全
部
落
と
さ
ず
、
10
㌢
程

残
す
よ
う
に
ま
し
ょ
う
。
落
雪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
、
屋
根
の
上
か
ら
雪

下
ろ
し
を
し
て
軒
先
は
最
後
に
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

問
倶
知
安
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
５
０
０

か
ら
増
加
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
初
期
に

は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
、
検
診
で
早

期
発
見
す
れ
ば
完
治
す
る
可
能
性
が
高

い
で
す
。

■
町
の
検
診
補
助
対
象
者
・
料
金
／

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
平
成
14
年
12
月

　

31
日
以
前
生
）
は
千
円

　

乳
が
ん
検
診
（
昭
和
57
年
12
月
31
日

　

以
前
生
）
は
2
千
円

※
国
民
健
康
保
険
、生
活
保
護
世
帯
、

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
！

　

春
に
送
付
し
た
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限

は
、
3
月
31
日
㈮
で
す
。

■
今
年
度
対
象
者
／

子
宮
頸
が
ん
は
平
成
13
年
4
月
2
日

～
平
成
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

乳
が
ん
は
昭
和
56
年
4
月
2
日
～
昭

和
57
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

数
が
多
く
24
人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
的
な
面
か
ら
も
、
平
年
よ
り
降

雪
量
が
増
え
る
と
、
雪
の
事
故
が
増
え

る
傾
向
が
あ
り
、
1
月
～
2
月
が
最
も

多
く
な
り
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
の
事
故
が
起
こ
る
の
は
、

建
物
の
構
造
も
関
係
し
て
お
り
、
北
海

道
の
住
宅
で
使
わ
れ
て
い
る
屋
根
材
の

多
く
は
金
属
板
で
、
滑
り
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
車
庫
や
物
置
も

住
宅
同
様
に
滑
り
や
す
い
屋
根
材
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
面
積
が
狭
い
こ
と

か
ら
、
転
落
の
危
険
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
は
危
険
が
伴
う
作
業
で

す
。
必
要
な
場
合
は
、
業
者
に
依
頼
す

る
か
、
ど
う
し
て
も
自
分
で
行
う
場
合

は
、
十
分
な
安
全
対
策
と
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。

子育て支援センターだより

子育て支援センター（南 3 東 5 ぬくぬく内）☎ 55 ー 8355 FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時 30 分～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日

2 月の広場のお知らせ
あいあい広場（0 歳）　　　　2 月 12 日㈭
きらきら広場（1 歳）　　　　2 月 19 日㈭
のびのび広場（2・3 歳）　　  2 月 16 日㈭
どの広場も 10 時からひな祭りの制作と誕生月のお子さんの誕生会を行います。
■申込／ 1 月 10 日㈫ 9 時 30 分～

子育て講座「リラックスヨガ教室」
■日時／ 2 月 21 日㈫ 10 時～ 11 時
■場所／子育て支援センター　※託児あり
■講師／小山友美氏
■持ち物／タオル・飲み物 (2 人分）
※動きやすい服装でご参加ください
■申込／ 1 月 16 日㈪ 9 時 30 分～
子育て支援センターを利用されたことのない「はじめまして」の方も参加出来ます

　冬になり、お家の中にこもりがち
になりますが、そんな時は気分転換
に支援センターで遊びませんか。
　子どもたちと一緒に遊んだり、皆
さんとお子さんの成長を分かち合っ
たり、子育ての悩みや親同士の情報
交換など、子育て中の皆さんを応援
します。「今から遊びに行きたい」
と気軽にお電話してください。ご利
用お待ちし
ています。

子育て支援センター
尾﨑　ゆかり
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いるけれどなかなか見られないエゾユキウサギ
477 回

　　『芦別風景』

1969 年　小川原　脩　画

　冬の季節が進み、足元の雪が固く締まってくると、森で動物の足跡を目にする機会が増えてきます。キツ

ネやタヌキの足跡にまじり、ひときわ大きな足跡を残すのはエゾユキウサギです。

　エゾユキウサギは日本国内では北海道にだけ生息している野生のウサギで、倶知安でも旭ケ丘総合公園や

半月湖周辺をはじめ、広いエリアに生息しています。

 彼らの大きい後ろ足は私たちの使うカンジキやスノーシューにも例えられ、新雪・深雪の上でも沈まず素

早く動き回ることができます。雪の上では足跡やフンといった痕跡が目立つため、姿も簡単に見られるので

はと思ってしまいますが、茶色い夏毛から真っ白な冬毛になった彼らはすっかり雪に紛
まぎ

れてしまい、見つけ

るのはとても難しいです。巣穴を掘らないエゾユキウサギは、このカムフラージュの技と時速 80 ㌔ともい

　画面を大きく占める緑が目をひく風景画の裏には「六月」と記

されています。小高い場所から見下ろした芦別の街を描いた作品

です。左にある道路は、山に向かって遠くへと真っすぐにのび、

小さな作品でありながら奥行きのある構図を作っています。

　あらためて目を向けると、手前にある木々は濃淡のある緑に白や黄色を混ぜ、葉がこんもりと茂っている

ように表現されていて、地面からすらりとのびる幹もそれぞれ太さと向きを変え、やや濃いめの色を使って

絵全体をバランス良く仕上げています。スケッチするような軽やかな筆使いで描いたように見えますが、画

面の右下にある川には対岸の陰も丁寧に塗られているのです。

　ただ単に写実的な表現にとどまらず「リズムを大切に」描く小川原の風景画からは、その場所にいるかの

ような光や新緑の匂いが感じられます。

　芦別の初夏を描いたこの作品は、当館の第 2展示室で 2月 5日㈰までご覧になれます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：金澤　逸子（小川原脩記念美術館　学芸スタッフ）

われる俊足を武器に、エサの乏しい冬を生き抜

きます。

　2023 年はウサギ年。森ではウサギとの出会

いが待っているかもしれません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員）

▲エゾユキウサギの足跡
　①②：後ろ足、③④：前足
　↑：進行方向

　はじめに、当美術館にて開催された

京極夏彦美術展が、11 月 27 日をもっ

て無事盛会裏のうちに終了しました。

約 2カ月の開催で来館者が 2千名を超

え、当館始まって以来となる多数のご

観覧をいただくことができました。

　開催に際し、ご協力いただいた関係

者の皆さまや、ご観覧いただいた皆さ

まに厚くお礼申し上げます。

　先日、日本のリアリズム（写実主義）

絵画の第一人者で壮瞥町在住の画家、

野田弘志展に初日に行くことができま

した。札幌芸術の森美術館の空間を生

かした、本格的な大回顧展です。

　野田氏はおよそ 10 年単位でテーマ

やモチーフを変えており、黒の時代と

呼ばれる 70 年代の代表作「やませみ」

は、執念すら感じさせる精緻な描き込

みにより、漆黒の背景から実物が浮か

び上がるかのようでした。

野田弘志展

展覧会のお知らせ

※（　）内は 10 名以上の団体料金

1 月の休館日 毎週火曜日、
1日㈰～5日㈭（年末年始休館）

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

福
ふ く は ら

原 秀
ひ で か ず

和館　長

アート・イベントのお知らせ

■第 1展示室

第 64 回「麓彩会展」

■第 2展示室

■ギャラリー・トーク

アーティストトーク「麓彩会展」

出品作家が自身の作品を前に創作秘話を語ります。

日程によって来場作家が異なりますので、詳細は美術館フェイ

スブックをご覧下さい。

　日時：1月 7日㈯、21 日㈯いずれも 14 時～ 14 時 30 分

　会場 :展示室（要観覧料）

没後 20 年　小川原脩展「小川原先生のちいさな名品展」

今年で 64 回目を迎える「麓彩会」。油彩・水彩・日本画・書・陶・

場した作品も勢揃い。実際にご覧になってお楽しみください。

　会期：開催中～ 2月 5日㈰

小さな作品ばかりを集めた展覧会です。本誌で連載中の「感動の

場―点」にて今年度を通して紹介している「北海道の風景」に登

写真・彫刻・ミクストメディア ･･･ ますます多彩な展覧会にな

りました。地域に根差した創作活動を展開する作家 25 名の作

品を紹介します。

【出品作家】　荒野紫洋　ﾚｲﾝﾊｰﾄﾞ・ｱｰﾄﾊﾞｰｸﾞ　菊池ひとみ

岸本春代　小島英一　坂口清一　嶋貫由紀子　髙𣘺篁仙　徳丸 滋

徳丸 晋　仲 駿輔　西村勝廣　羽山雅愉　林 幸子　林 雅治　

坂東宏哉　府川 誠　福田好孝　穂井田日出麿　本庄隆志

本庄優子　宮崎むつ　山川由紀子　山田則意　米澤　子

　会期：開催中～ 2月 26 日㈰

■土曜サロン

おとなの手しごと（18）「模写～ちいさな名品展～」

小川原脩「ちいさな名品展」の作品から、北海道の風景画や果

実の静物画、「チベットの踊り子」などを模写しませんか。

　日時：1月 28 日㈯ 14 時～ 16 時　会場 :第 2展示室（無料）

　お相手：沼田絵美（学芸員）・金澤逸子（学芸スタッフ）

　定員：10 名※要予約、高校生以上、親子可

★たくさんのご来館ありがとうございます

▲第 64 回麓彩会展アーティストトーク
　（12 月 10 日）

▲京極夏彦美術展 2千人達成
　(11 月 27 日 )

▲エゾユキウサギのはく製
　（風土館）

風土館では 12 月からジオラマ展示（はく製以外は職員の手作

り）を設置しました。ぜひ今年の干支に会いに来てください。
▲ジオラマ展示（風土館）

★風土館の新たな展示
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「ちまっとかわいい」を描く

基本＆表現テクニック
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絵本館

公民館 3階図書室 10 ～ 17時（毎週月曜休室）

※年始は 5日（木）まで休室、26日（木）は図書整理日のため休室

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）

※年始は 5日（木）まで休館、31日（火）は図書整理日のため休館

　この 4年間、仕事を進

めていくには、あまりに

「短く」感じ、一方で心

と体には一日一日がとて

も「長く」感じることも

ありました。

　しかしながら、町民一人一人の笑顔や励ましに

「救われ」、町議会議員の皆さまのご指導に「勇気

付けられ」、そして、毎日私とともに汗を流して

くれる役場職員の皆さんに「支えられ」続けた 4

年間にあらためて、心からの感謝、感謝、感謝し

かありません。

　2023 年、新年を迎えました。

　「いつまでも住み続けたいマチ」、「人を育てる、

豊かなマチ」を実現し、ふるさと倶知安を胸を張っ

て次の世代へバトンを渡すため、「聴く・伝える・

対話する」から「機会を逃さず、決断・実行する」

を胸に、心新たに取り組んでいきます！

「短く」もあり、「長く」もあった
4年間に感謝！

▲倶知安町スノーリゾート合
　同安全祈願祭（11 月 23 日）

今日は何を食べよう？
☆ 帰 宅 後 パ パ ッ と か き た ま ス ー プ ☆

● 材料

● 作り方
1 人分

もやし 1 袋、にんじん 3㌢、乾燥わ
かめ大さじ 1、絹豆腐小 1 丁、卵 2 個、
水 4 カップ、鶏がらスープのもと小
さじ 2、しょうゆ大さじ 1、すりごま　
大さじ 1、こしょうお好みで

①にんじんは千切りにする。鍋に水、鶏がらスープの素、に
んじんを入れて、火にかける。

②沸騰したら、もやし、豆腐、わかめを入れて、煮えたらしょ
うゆを入れる。

③溶き卵を回し入れて、すりごまを入れたら完成。

夕食が遅くなる場合は主食を早めに食べて工夫しよう！
　人の体にはビーマル 1 という時計遺伝子の働きを調節する
タンパク質があります。夜の 10 時から朝の 6 時まで活発に
活動して、脂肪を体内に積極的にため込もうとする働きがあ
ります。この働きで、夕食が遅くなると同じ量を食べても太
りやすいことが分かっています。
　夕食を早めの時間に食べた方が良いのは分かっていても、
忙しくて難しい方も多いと思います。仕事などで夕食が遅く
なる場合には早めの時間におにぎりのような主食を食べて、
帰宅後におかず（野菜やタンパク質）を食べるようにすると
体への負担は少なく、太りにくいです。少しの工夫で今年も
元気に新しい年をスタートさせましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養士　小屋畑麻未

エネルギー    75 kcal
  塩    分　        1.6 g
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